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研究成果の概要（和文）：情動や身体は、理性の領域と考えられる公共性や公共圏とは親和性がないと考えられ
る傾向がある。本研究では、むしろ情動や身体が公共性や公共圏にとって積極的な意味をもつことを明らかにし
ようとした。個々の研究成果をふまえ、研究課題の到達点として、2022年11月の日本社会学会第95回大会におい
て「情動・身体・公共性」という共同テーマで研究発表を行った。われわれは情動や身体的コミュニケーション
の中に公共性につながる可能性を見出した。しかし残念ながら、それが暴力やポピュリズムと距離とり、公共圏
の再生を実現できる可能性は十分に論じられなかった。この点は、今後さらなる研究が必要である。

研究成果の概要（英文）：Affect and the body tend to be considered unrelated to publicness and the 
public sphere, which are thought of as the domain of reason. In this study, we sought to clarify 
that affect and the body rather have positive meanings for publicness and the public sphere. Based 
on the results of our research, we presented our research on the joint theme of "Affect, Body, and 
Public Sphere" at the 95th Annual Meeting of the Japan Sociological Society in November 2022 as the 
culmination of our research project. We found the possibility of publicness in affect and bodily 
communication. Unfortunately, however, we did not fully discuss the possibility that this could 
distance itself from violence and populism and realize a renewal of the public sphere. Further 
research is needed on this point.

研究分野： 社会学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
インターネットやSNSが社会に浸透するとともに、公共性や公共圏が危機に瀕しているという意見がある。ネッ
ト上でヘイトスピーチが横行し、フェイクニュースがまことしやかに流され、人びとの憎悪と対立が激しさを増
しているように見えるからである。相互理解のためにもっと理性的になるべきであると言われる。われわれは、
むしろ情動や身体を通じたコミュニケーションに公共性につながる可能性を見出し、そこから公共圏を再生させ
ることができるのではないかと考えて、本研究を進めた。その点に本研究の意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 現代の公共圏は、SNS などの ICT を舞台として展開する排外的ポピュリズムによって、開放
性や多様性といった特性が蝕まれている。われわれが共同で参加し、社会の方向付けを決めるべ
き公共圏をいかに再生すべきかという課題は、政治学のみならず社会学においても重要と目さ
れている。 
 ところで、これまでは公共圏の構成原理として言語実践が重視されてきた。その一方で、身体
的・情動的側面が理論的には看過されてきた。しかし、何よりも「身体」こそが、われわれが共
在する場において公共性の基礎となる自己表現や態度表明へと駆り立てる基底としてとらえら
れるべきである。間身体的な関係性を特徴づけるのは、愛情、友情、責任、義務といったポジテ
ィブなものから、憎悪や蔑視、恐怖や不安といったネガティブなものにまでいたる情動に他なら
ない。 
 現在、世界各地でのポピュリズムの台頭は、外国人憎悪、人種差別、自国中心主義のかたちを
とって民主主義社会を脅かしている。ハーバーマスが『公共性の構造転換』（1962）で危惧した
公共性の機能不全に、今なおわれわれは陥っているかのようである。しかし、そうした傾向に抗
して、まったく逆のベクトルを持つ、公共圏における連帯もまた広がりを見せている。たとえば、
この現象は民主主義を擁護する香港の民衆による 2014 年の反政府デモ（雨傘運動）や「逃亡犯
条例」をめぐる 2019 年のデモに見いだせる。また、韓国のろうそくデモ、ハリウッドでの女性
たちへのハラスメントの告発をきっかけとした「Me Too」運動などもそうである。そして、グ
レタ・トゥーンベリを代表者とする地球環境変動への各国の無関心の告発である「Fridays For 
Future」もまた、若者を中心として連帯を広め、世界規模で運動の広まりを見せている。これら
の運動が SNS を通じて拡散され、共感を呼び、人々を巻き込みつつ拡大する点に、われわれは
情動から生まれる公共性と、公共圏の再生の可能性を見る。 
 公共圏における協働や連帯の可能性は、グローバルな資本と権力の圧力によって閉ざされた
わけではない。これらの現実を前にして、われわれは、これまでとは異なった視点で公共性・公
共圏にアプローチすることが求められているという問題意識を共有するにいたった。 
 そこで、われわれは身体・情動を通じたコミュニケーションの生み出す共同性がどのように媒
介されて公共性へとつながるのかを解明し、さらにはそうしたプロセスとその結果にはどのよ
うな可能性と限界があるのかを考究するべきであるという結論に至った。本研究は、身体や情動
の働きを適切に位置づけ、公共性の概念を再生させることで、その先にある新しい公共圏の概念
を展望しようとした。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本項目では、研究の目的と方法を合わせて記載することとする。 
 本研究の目的は、SNS を媒介としたポピュリズムの台頭が危惧される現代において、「公共性
（公共圏）の概念を再生させること」である。その際、情動や身体に着目するというアプローチ
を採用する。本研究は、「メディア」、「エスニシティ」、「女性」、「教育」、「災害」という 5 つの
観点から、情動や身体が公共性につながる媒介プロセスを明らかにすることを目指した。 
 本研究では、複数の領域・視座からアプローチすることにより、身体を基底とする新しい公共
性の多面的様相を捉えて理論的共通性を浮き彫りにしようとした。そして、身体を基底として情
動による共同性が生まれ、公共性が立ち上がるプロセスを明らかにしていく。研究の射程として
は公共圏の立ち上がりまでを論じるべきであるが、本研究ではそれを展望しつつも、公共性の成
立までを解明の主要な対象とした。 
 
【メディア】 インターネット時代の公共圏の可能性 
 インターネットを通じて交わされるコミュニケーションを、情動に着目しつつ、排外的イデオ
ロギー運動や、必ずしも群衆の非合理的な活動としては現れない、自己と他者の関係性が生成す
る場として理論的に検討していく。本研究では、「運動」の場として公共圏を利用しながら、そ
の公開性や共同性といった民主主義の根幹を掘り崩す傾向を、日本やドイツの事例を分析しな
がら、そこに単なる憎悪表現に回収されない公共性・公共圏の可能性を考察する。 
 
【エスニシティ】 外国人労働者とポリエスニックなシティズンシップ 
 日本も多くの外国人労働者を受け入れる移民社会になりつつあり、それに対応する共同性と
連帯の考究が社会理論の大きな課題である。B. S. ターナーは人間の「無防備さ（vulnerability）」
によって人権を基礎づけるが、人権を擁護する社会を創出し維持するためには、人権論をシティ
ズンシップ論と接合しなければならない。情動と身体が生み出す公共性を鍵と考え、情動と身体
を基盤とする交流がポリエスニックなシティズンシップの可能性を理論的・哲学的に考察する。 



 
【女性】 女性の身体に対する政治的・医療的介入 
 「美容整形」に関して、特に女性同士の関係において、彼女たちは互いの身体を観察し、身体
加工を勧めあい、賞賛し合うことで、ある種類の共同性（のようなもの）を作り出す。そこで、
「美容意識の差異」「女性同士での関わり方」を、WEB を利用した調査票調査によって把握し、
インタビュー調査を組み合わせることで、女性たちの意識を明らかにする。それらを踏まえて、
女性身体への政治的・医療的介入の中に、公共性を作り出す契機があるのかどうかを検討する。 
 
【教育】 体育スポーツ教育における規律・体罰 
 日本の体育スポーツ教育では、ともすれば集団の規律を保つという理由で体罰が行われるこ
とがある。体罰は人権侵害であるが、ホモソーシャルな一体感を生み出す効果があり、それが教
育的に一定の効果を持つものとして容認されてしまう。本研究では、教育における情動と身体の
可能性と問題性を多面的に明らかにし、メンバーの意識と行動に多様性を許容する正しい意味
での公共意識に沿った体育スポーツ教育のあり方を検討する。 
 
【災害】 災害時に立ち上がる公共性 
 災害後に活動するボランティアのように、非政治的で、より自己の関心に依拠した社会運動が
近年数々ある。ボランティア参加者の行動には、個人的な動機を起点としながら、自分の関わる
環境に対する関心の広がりや社会的課題への関与の連鎖が生まれていく契機がみられ、そこに
は公共性・公共圏へとつながる可能性があると考えられる。災害ボランティアにおけるこのよう
な公共性・公共圏の創出のプロセスと、それが抱える可能性および限界を明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
 
 すでに「２．研究の目的」に方法も記載したため、本項目では当初の研究計画から変更となっ
た点を記す。 
 本研究課題は当初の計画で、日本での調査と外国（ドイツ・イギリス）との研究交流を予定し
ていた。しかし、2020 年度から新型コロナウイルス感染症の影響により、どのメンバーも所属
機関から海外渡航や国内出張を制限されることとなり、WEB によるアンケート調査を除いて、研
究計画に示した調査を実施することができず、研究成果の多くが文献による研究となった。 
 
 
４．研究成果 
 
 研究期間全体の集大成として、研究組織のメンバー全員が第 95 回日本社会学会大会において
統一テーマで研究発表を行った。時安邦治「B. S. ターナーにおけるヴァルネラビリティと人権
――情動・身体・公共性(1)」は、人間の身体的な弱さが人権という公共性の基礎につながる可
能性を理論的に考察した。関嘉寛「災害復興における情動と公共性――情動・身体・公共性(2)」
は、災害ボランティアにおける情動をともなう交流が公共性につながる可能性を事例を通じて
論じた。宮本真也「情動と理由のアリーナとしての公共圏――情動・身体・公共性(3)」は、SNS
の現状をふまえて、理性的熟議を重視する従来の公共圏理論の偏りを指摘し、情動と主観性の復
権を目指す理論の可能性を指摘する一方、その危険性にも言及した。谷本奈穂「美容をめぐるコ
ミュニケーション――情動・身体・公共性(4)」は、インターネットの質問紙調査をふまえ、美
容整形のような美容実践が女性観の競争を煽るよりは、女性同士のコミュニケーションと協力
的な関係性を生み出していることを示した。西山哲郎「スポーツでの体罰指導を支える「感情の
共同体」――情動・身体・公共性(5)」は、現代社会において分断をもたらす情動のメカニズム
が顕著に現れる例として、スポーツの場での体罰指導に注目し、情動を偏ったかたちで積極活用
する「感情の共同体」の存在を明らかにした。 
 いずれの研究も、情動や身体によるコミュニケーションの中に公共性につながる可能性が潜
在していることを明らかにしたが、他方で、それが暴力や断絶につながる可能性も認めざるをえ
なかった。そのことから、公共性から公共圏の再生へとつながる回路は十分に明らかにすること
ができず、今後研究すべき大きな課題として残ることとなった。 
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